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STEPsの
概要

学部公認の学生による国際交流活動組織

理工学部長賞を受賞した希望者で構成

海外研修、英語学習、留学生交流
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STEPs 
とは？

Student Association of
Excellent and 
Progressive 
Spirit

理工学部長賞を受賞した有志の学生たちによる国際交流団体
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設立の経緯

 韓国のソウル大学を訪問
→現地の学生の勉学への意識の高さ
と言語スキルの高さに驚く

2011年度
理工学部長賞

表彰者

 参加者間で議論帰国後

 学生の国際交流を促す
組織を設立

STEPs設立
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STEPsメンバー
理工学部長賞受賞者の内の希望者

代表 山下 彰太（電気エネルギー工学コース）

大学院２年
西田 大生 （電気電子工学コース）
高井 佑豪 （都市基盤工学コース）
LEE JIN YIEN（機械システム工学コース）
大学院１年
末廣 誠也 （電気電子工学コース）
学部４年
小久保 芽衣（機械エネルギー工学コース）
津曲 遼（生命化学コース）
江下 駿人（情報ネットワーク工学コース）
山下 彰太（電気エネルギー工学コース）
杉田 尚寛（メカニカルデザインコース）
河野 裕翔（建築環境デザインコース）
学部３年
出雲 正浩（情報ネットワーク工学コース）
鏡 愛（応用化学コース）
眞崎 葵（物理学コース）
黒田 心（メカニカルデザインコース）
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活動内容

交流会

English
Time

海外研修
（学外研修）

1

2

3
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テーマを決めて、
英語で語り合う

→英語力の向上を図る
英語のみプレゼンを行う

→英語でのプレゼン能力の向上

テーマ
• Necessity of School rules
• How to reduce traffic incidents 
• Hydrogen Energy

English Time
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English Timeの一環として、
留学生を招く

→英語で交流を実施

今年は、フランス、セネガル
出身の留学生３名と交流

出身国を紹介してもらい、異
文化交流を実施

交流会
Cultural Exchange



10Sponsorship Deck

STEPsのメインイベント

年1回、１週間ほど海外
大学・企業を訪問

左の写真は直近の
オーストラリア研修のものSQ大学訪問の様子

Griffith 大学訪問の様子

海外研修
Overseas Training
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 2021年 沖縄
 2020年 種子島
 2019年 UIT・VNUHCM-US（ベトナム）
 2018年 台中勤益科技大学・台北科技大（台湾）
 2017年 ボゴール農科大学(インドネシア)
 2016年 同済大学(中国)
 2015年 ガジャマダ大学(インドネシア)
 2014年 遼寧大学(中国)
 2013年 牧園大学/釜山大学(韓国)

海外研修
Overseas Training

ガジャマダ大学(インドネシア)

同済大学(中国) 【これまでの研修先】
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オーストラリア研修
～大学訪問～

●University of Southern Queensland
→先端材料やロボット、コンクリート
など、工学系研究施設の見学
→材料力学講義の受講
→現地の大学生や先生との交流

●Griffith University
→大学施設の見学
金融分析学の研究施設見学

USQの学生（Rifat Islam）との交流

USQでの研究室訪問の様子
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ご清聴ありがとうございました！

【連絡先】

第13期 STEPs 代表

電気エネルギー工学コース 4年

山下 彰太

20238477@edu.cc.saga-u.ac.jp

070-8592-3330


